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第7期（2018年4月～2019年3月） 
Annual report 
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７ メディア掲載 
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ボランティアインフォについて 

●ミッション 
　ボランティアを求める人とボランティアをつなげる 
 
●活動方針 
１、ボランティアインフォは東日本大震災関連のボランティアニーズがゼロにな 
　　るまで、期限を決めずに活動します。ボランティアを求める人がいる限り、 
　　私たちはボランティア情報の収集と発信をし続けます。 
２、日本のボランティアをもっとカジュアルに｠ 
３、日本のボランティア人口を増やす 
４、日本のボランティアの裾野を広げる｠ 
５、2020年の東京オリンピック・パラリンピックのボランティアをブームで 
　　終わらせない 
 
●事業内容 
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ボランティア情報事業 
東日本大震災のボランティア情報の収集と配信に加え、震災関連以外 
のボランティア情報の収集及び配信を実施します。収集したボランテ 
ィア情報はデータベースとしてAPIで配信しています。配信した情報 
はYahoo!ボランティアなどのサイトに同時に表示されます。 

ボランティアコーディネート事業 
イベントなどでボランティア募集をする際、企画から募集、当日の 
コーディネートまで実施します。集まったボランティアのコミュニ 
ティ構築のお手伝いも実施します。 

ボランティア促進・啓発事業 
日本のボランティア人口を増やすやめに、またボランティア活動を 
もっとカジュアルにするための普及活動や啓発活動を行います。 

●運営体制 
　代表理事：  北村孝之 
　理事：　　  及川多香子 
　理事：        山田朱実 
　監事：        村松淳司（東北大学教授） 
 



ボランティア情報事業 

●事業概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東日本大震災のボランティア募集情報の発信 
　収集したボランティア情報をデータベースに集約し、APIにて配信することによ 
　ってさまざまなサイトでボランティア情報が表示されます。 
 
　ボランティア情報が表示されるサイト： ボランティアインフォ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yahoo！ボランティア　など 
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ボランティアを�
求めている⼈人�

ボランティアを�
したい⼈人�

●東日本大震災以外のボランティア情報 
 
 
 
 

ボランティアインフォでは、東日本地震後に構築したボランティア情報の流通
の仕組みやノウハウを活かして、東日本地震以外の災害発生時にもいち早くボ
ランティア情報を流通させることで、ボランティアを求めている人のもとにボ
ランティアをお繋ぎしています。 
 
 　・平成30年大阪府北部地震：3件 　・平成30年7月豪雨：71件 
 
�
�

ボランティア募集情報の収集と発信
を通じて、ボランティアを求めてい
る⼈人とボランティアをつなぐ事業で
す。�
�
�
�
�
�
�
�
・�

●ボランティア案内所 
　Webでボランティア情報を発信するのみでなく、フェス 
　などのイベントでボランティア情報の案内を行なってい 
　ます。意識せず気軽にボランティア情報に触れていただ 
　ける場として、積極的にブース出展を行なっています。 
 
 
 



ボランティアコーディネート事業（1/2） 

 
 
 
 
●事業沿革 
　2012年に宮城県みちのく湖畔公園で開催された「AIR JAM 2012　in東北」 
　で初めてボランティアコーディネートを実施。 
 
 
 
 
 
 
 
　 
　2013年度からは宮城県を中心に復興支援イベントから商業イベントまで幅広 
　くコーディネートを展開し、以降東北をメインに全国的に音楽イベントやス 
　ポーツ現場でのボランティアコーディネートを実施しています。 
 
　　　　　　イベント数　　ボランティア数 
　2012年　　　  2回　　　　　　316人 
　2013年　　　 10回　　　　　　608人 
　2014年　　　 21回　　　　　1,715人 
　2015年　　　 28回　　　　　2,118人 
　2016年　　　 31回　　　　　2,284人 
　2017年　　　 18回　　　　　4,168人 
　2018年　　　 27回　　　　　1,749人 
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●事業概要 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ボランティアを募集する団体の方ボ

ランティアメニュー作りや、より一
層ボランティアが集まりやすくなる
ように一緒に企画を行い、現場での
コーディネートまでを一貫して行う
事業です。これまでの活動の中で蓄 

積したボランティア活動におけるノウハウを活かして、ボランティア活動する場
を創造することで、ボランティア人口の増加を目指します。 



●コーディネート実績  
・被災地支援イベント 
　今できることプロジェクト（50人）、Song Of The Earth 2019 in福島(40人） 
 
・音楽イベント 
　ARABAKI ROCK FEST.18（234人）、オハラブレイク‘18夏（39人）、 
　伊達祭（50人）、東北ジャム2018（93人）、PIA MUSIC COMPLEX（26人）、 
　ap bank fes（234人）、GAMA ROCK（30人）、 
　Hi-STANDARD THE GIFT EXTRAツアー（47人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・スポーツイベント 
　ツール・ド・東北（400人） 
 
 
 
 
・その他 
　GO OUT JAMBOREE 2018（160人） 
　GO OUT CAMP猪苗代（45人） 
　CHUMS CAMP 2018（35人）、 
　TINY GARDEN FESTIVAL（100人） 
　鉄工島フェス（30人） 
　TOKYO OUTDOOR WEEKEND 2019（35人） 

ボランティアコーディネート事業（2/2） 
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ボランティア促進・啓発事業 

●ボランティアストーリー 
　ボランティア活動を行っている方にインタビューをして、 
　1人1人のボランティアストーリーをwebを中心に配信して 
　います。 
　ボランティア活動に参加した動機や、活動をして良かった 
　こと、参加した後で変わったことなどを聞き、ボランティ 
　アストーリーとして配信することで、少しでも多くの方に 
　共感していただき、そして「自分でもできるかな」「ボラ 
　ンティア行ってみようかな」と思っていただける人を増や 
　していきます。　 
　　 
　・サイトリリース：2013年11月11日 
　・ペーパーリリース：2019年1月 

h"p://story.volunteerinfo.jp/	  
	

●仙台スポーツボランティアプロジェクト 
　スポーツボランティアの方々が、より活動しやすい環境づくりや活動ノウハウの体系化を通し 
　て、仙台・宮城地域のスポーツボランティアを盛り上げるプロジェクトです。 
 
　そして、2020年の東京オリンピック・パラリンピック、及びその後を見据え、仙台・宮城地 
　域においてスポーツボランティアを文化として根付かせるとともに、将来的には仙台・宮城発 
　の先進的なボランティアモデルとして全国にも広めていくことを目指します。 
 
・プロジェクトチーム：ボランティアインフォ、 
　　　　　　　　　　　SV2004、仙台大学 
・協力：スポーツコミッションせんだい、 
　　　　仙台プロスポーツネット 
・助成：仙台市「協働まちづくり推進助成事業モデル事業」 
・活動内容：仙台スポーツボランティア情報の発信 
　　　　　　仙台スポーツボランティア研修会の開催 
　　　　　　→JSVNと連携して初級研修会3回、リーダー 
　　　　　　　研修会1回を開催 
 
 

h"p://sendai.sportsvolunteer.info/	  
	

みやぎ生協福祉活動助成金を活用させていただき、今まで
のストーリーのダイジェスト版のペーパーを作成しました 



その他の活動/助成金 
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この１年の定量的な成果（1/2） 

●登壇イベント 
・STAND UP SUMMIT 2017「復興セッションテーブル」ファシリテート（8/7） 
 
●助成金 
・仙台市「協働まちづくり推進助成事業モデル事業」 
　仙台を日本で一番スポーツが盛んなまちにするために、ボランティアインフォ・SV2004、 
　仙台大学の3者協働で実施しているプロジェクトです。 
　スポーツボランティア研修会やスポーツボランティア体験会などを開催しています。 
 
・みやぎ生協福祉活動助成金 
　ボランティアストーリーをより一層多くの方に観ていただくために、ダイジェスト版として 
　ペーパー化しました。 
　県内のみやぎ生協関連施設や仙台サポセン、NPOプラザ、様々なイベントで配布中です。 

●ボランティア情報事業 
・ボランティア情報掲載数：174件（平均14.5件/月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の表は東日本大震災関連のボランティア募集情報のみ。 
 

・東日本大震災以外のボランティア情報：74件 
　平成30年大阪府北部地震：3件 
　平成30年7月豪雨：71件 
 

　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2015/16 94 90 110 91 81 141 55 92 105 50 121 79 

2016/17 106 100 113 84 100 94 93 77 69 73 59 60 

2017/18 51 74 55 55 48 48 37 23 11 41 29 13 

2018/19 8 8 12 17 7 7 11 6 7 6 12 2 



この１年の定量的な成果（2/2） 

●ボランティアコーディネート事業 
・年間参加ボランティア人数：1,749人 
・年間ボランティアコーディネートイベント数：27箇所 
 
●ボランティア促進・啓発事業 
・仙台スポーツボランティアプロジェクト 
　　初級研修会（6/10）：57人 
　　初級研修会（8/19）：61人 
　　初級研修会（11/11）：21人 
　　リーダー研修会（11/25）：18人 
　　初級研修会（3/19）：29人 
　　コーディネーター研修会（3/25）：7人 

  
●その他 
・ブログでの情報発信数：9記事（平均：0.75記事/月） 
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メディア掲載 

・日本経済新聞に代表北村のインタビューが掲載されました（4/28） 
・TBSラジオ「荻上チキ・Session-22」出演（10/29、3/11） 
 



最後に 
東日本大震災後の活動からはじまったボランティアインフォは多くの方に支えて
いただき、2012年4月にNPO法人になり、NPO法人ボランティアインフォとしての
第7期の活動を終えることができました。この場をおかりして、お世話になって
いる皆さまに御礼申し上げます。 
 
東北では東日本大震災から時間が経過する中、ニーズの変化はありますが、まだ
まだ様々なボランティアニーズがあるのが現状です。 
現地で息長く活動する団体の方からは、まずはそういった現状を知って欲しいと
いう声が多く寄せられています。 
 
そんな中、河北新報社さまの「今できることプロジェクト」で気仙沼へのボラン
ティアバスツアーをコーディネートさせていただきましたが、ボランティアをし
たことがないけど興味があるという方や、なかなか一歩が踏み出せなていないと
いう方、震災直後はボランティアしていたけど最近はできていないという方に対
して、参加のハードルを下げて、ボランティア参加のきっかけをご提供すること
ができました。 
 
ボランティア情報の配信に止まらず、こういった参加型ツアーの提案など、ボラ
ンティアコーディネート事業や、ボランティア教育などで培ったノウハウを活か
して、実際に人が動くきっかけを作り出すということが、今の東北では求められ
ていることだと実感することができ、今後は情報の発信からもう一歩踏み込んだ
アクションを実施していくことができればと考えています。 
 
今後もボランティアインフォの活動にご参加いただいた方とのつながりを大切に
しつつ、もっとボランティアがカジュアルに、そしてボランティアする人が増え
るように活動を行っていきますので、引き続きのご支援をどうぞよろしくお願い
いたします。 

NPO法人ボランティアインフォ　代表理事 
北村　孝之 
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●団体概要�
 　 　正式名称 　 　特定⾮非営利利活動法⼈人ボランティアインフォ�
 　 　設⽴立立 　 　 　 　2011年年5⽉月15⽇日（2012年年4⽉月2⽇日NPO法⼈人認可）�
 　 　住所 　 　 　 　宮城県仙台市⻘青葉葉区本町１－１2－１２GMビルディング�
 　 　URL 　 　 　 　http://volunteerinfo.jp�
 　 　代表理理事 　 　北北村孝之�
 　 　理理事 　 　 　 　及川多⾹香⼦子�
 　 　理理事 　 　 　 　⼭山⽥田朱実�
 　 　監事 　 　 　 　村松淳司 　 　�
 　 　決算期 　 　 　3⽉月31⽇日�

NO	  VOLUNTEER,	  NO	  LIFE.	


